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　平成１９年度一般会計予算及び特別会計予算が新たな体制のもと、３月定例村議会に上程し、可決されました。

　一般会計予算は、歳入歳出共、１７億６，５００万円となり、前年度当初予算に比べ額では８，３００万円、率では４．９％

の増となりました。

歳
入
で
は
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り
村
税（
個
人
住
民
税
等
）が
僅
か
に
増
額
、
地
方

譲
与
税（
所
得
譲
与
税
）は
減
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
前
年
度
の
交
付
額

を
参
考
と
し
て
算
出
し
、
国
庫
補
助
金
と
基
金
か
ら
の
繰
入
金
及
び
起
債
は
村
道
梨
原
線
等

の
道
路
改
良
工
事
の
た
め
増
額
、
県
支
出
金
は
補
助
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

歳入歳入

一般会計の歳入内訳表
主 な 内 容予 算 額

（単位：万円）歳 入

○村民税○法人税○固定資産税○軽自動車税○村たばこ税○入湯税23,039村 税

○国・県税の一部を一定の基準により譲与・交付されるもの6,015譲与税・交付金

○県及び市町村が標準的な一定水準の行政事務を遂行するために必要な経費のうち、村税・譲与税・交付金等の収入見込み額で賄えない財源不足額について国税を一定割合の額で公平に補填するもの85,000地方交付税

○老人施設入所者負担金142分担金及び負担金

○CATV使用料○保育所使用料○牧場・家畜診療所使用料○村営・教員住宅使用料○博物館使用料○燃やすごみ処理手数料3,221使用料及び手数料

○身体障害者保護費○児童手当○老人保健医療費○同報無線整備事業○合併浄化槽設置○林道、道整備交付金○民俗文化財伝承・活用事業7,896国庫支出金

○身体障害者保護費○授産所施設事務費○電源立地地域対策交付金○地籍調査事業○在宅福祉事業○福祉医療費○国保・老人保健事業○合併浄化槽設置
○中山間地域等直接支払交付金○野生鳥獣共存の里づくり事業○林道開設・改良・舗装事業○地域発　元気づくり支援金事業

11,073県支出金

○村有土地建物貸付収入○基金利子420財産収入

○歌舞伎寄付金10寄 附 金

○減債基金○公共施設等整備基金○文教施設整備基金○森林整備基金19,500繰 入 金

○前年度繰越金3,000繰 越 金

○分収造林受託事業○授産所施設受託収入○砂利採取協力金○介護給付費2,744諸 収 入

○過疎対策事業債○臨時財政対策債○災害復旧事業債14,440村 債

176,500計
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（単位：万円）各会計予算概要
増減率
（％）

増 減 額
平成18年度
当初予算額

平成19年度
当初予算額

会 計

4.98,300168,200176,500一般会計

13.82,01414,60916,623
国民健康保
険特別会計

2.7 33012,07812,408
診 療 所
特別会計

14.51,2438,5609,803
村営水道
特別会計

2.3△489△21,67921,190
老人保健医
療特別会計

5.585515,51416,369
介護保険
特別会計

5.112,253240,640252,893合 計

一般会計の費目別主要事業
主 な 事 業 名

予算額
（単位：万円）

歳 出

○議会運営2,281議 会 費

○長野県議会員選挙○大鹿村村議会議員選挙○村外通勤者補助○交通安全対策○地籍調査事業○指定統計調査○｢日本で最も美しい村｣推進事業23,199総 務 費

○高齢者生活福祉センター運営○在宅介護支援センター運営○介護保険事業○デイサービス運営・ヘルパー派遣委託○支援費事業
○授産施設運営事業○保育所運営事業

25,215民 生 費

○各種検診事業○し尿・ごみ処理事業○合併浄化槽・生ゴミ処理機設置補助○環境パトロール○患者輸送車運行事業
○下市場・落合地区簡易水道改良事業繰出金

16,469衛 生 費

○獣害防止対策○家畜診療所運営事業○野生鳥獣共存の里づくり事業○林道開設・改良・舗装事業○造林・間伐事業19,043農林水産業費

○観光情報の受発信○廃止代替バス運行委託○観光施設運営・管理・イベントの実施○商工会・観光協会補助○商工会商品券発行補助4,460商 工 費

○村道改良舗装事業○村営・公営住宅管理運営20,005土 木 費

○常備・非常備消防業務○山岳遭難救助業務○災害備蓄倉庫整備事業6,346消 防 費

○小中学校教育○高校通学補助○歌舞伎伝承事業○文化施設管理運営○文化史跡解説板・史跡マップ整備○公民館活動事業12,965教 育 費

○災害復旧事業（村道沢井線）781災 害 復 旧 費

○長期債償還元金・利子44,520公 債 費

○基金利子積立216諸 支 出 金

1,000予 備 費

176,500計

歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
五
、
五

七
二
万
円（
一
七
・
八
％
）の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、主
に
村
道
の
開
設
改
良
事

業
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
他
に
庁
舎
、学

校
、観
光
施
設
等
の
維
持
補
修
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
尚
、公
債
費
に
つ
き
ま
し

て
は
償
還
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
た
め
二
、六

一
七
万
円（
五
・
六
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。ソ

フ
ト
面
で
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」推
進
事
業
や
都
市
へ
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
交

流
事
業
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

の
周
知
や
推
進
、子
育
て
支
援
事
業
と
し
て

絵
本
の
配
布
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳出歳出
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一
般
質
問

平
成　

年
３
月 　
　
　
　
　

19
大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

議
案
第
一
号　

大
鹿
村
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

副
村
長
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
号　

収
入
役
を
設
置
し

な
い
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

大
鹿
村
職
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

議
案
第
七
号　

大
鹿
村
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

大
鹿
村
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
九
号　

特
別
職
報
酬
等
審

議
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
号　

平
成
十
八
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号　

平
成
十
八
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号　

平
成
十
八
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号　

平
成
十
八
年
度

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号　

平
成
十
八
年
度

大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号　

平
成
十
八
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号　

平
成
十
九
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号　

平
成
十
九
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号　

平
成
十
九
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

議
案
第
十
九
号　

平
成
十
九
年
度

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
二
十
号　

平
成
十
九
年
度

大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
一
号　

平
成
十
九
年

度
大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
二
号　

長
野
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
二
十
三
号　

長
野
県
市
町

村
自
治
振
興
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
二
十
四
号　

南
信
州
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
五
号　

大
鹿
村
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
に
つ

い
て

議
案
第
二
十
六
号　

大
鹿
村
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
（
後
期
）
の

変
更
に
つ
い
て

請　
　

願

三
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
三
月
八
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、

九
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。付
議
事
件
二
十
六
件
、

議
員
発
議
一
件
及
び
請
願
一
件
が
上
程
さ
れ
、付
議
事
件
と

議
員
発
議
は
、原
案
ど
お
り
可
決
を
さ
れ
ま
し
た
。請
願
は
採

択
さ
れ
、議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
が
上
局
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、一
般
質
問
は
、四
人
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

○
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
の
抜
本

的
な
対
策
を
求
め
る
請
願
書

「
松
下　

隆
夫
議
員
」

＊
大
鹿
歌
舞
伎
の
今
後
の
取
組
に

つ
い
て

（
村
長
）
大
鹿
歌
舞
伎
は
、
い
ま
大

鹿
の
顔
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
れ

を
保
存
伝
承
し
て
い
く
こ
と
は
現

在
の
人
の
務
め
と
考
え
て
い
る
。
大

鹿
歌
舞
伎
保
存
会
と
愛
好
会
の
連

携
は
取
れ
て
い
る
。
公
演
は
、
現

在
の
春
・
秋
二
回
に
加
え
て
冬
一

回
の
公
演
を
来
年
度
開
く
予
定
で

あ
る
。

＊
村
長
が
公
約
さ
れ
た
村
長
自
ら

の
村
内
ツ
ア
ー
の
そ
の
後
の
取
組

に
つ
い
て

（
村
長
）
以
前
に
も
お
話
し
た
が
、

観
光
協
会
や
村
が
主
体
で
は
ツ
ア

ー
は
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

い
ま
南
信
州
観
光
公
社
と
話
を
進

め
て
い
る
が
、
一
村
の
み
で
な
く

他
町
村
も
含
め
て
と
の
話
も
出
て

い
る
の
で
、
観
光
協
会
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
実
施
に
向
け
て
協
議

発
議
第
一
号　

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺

根
絶
の
抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
員
発
議

し
て
い
き
た
い
。

「
矢
澤　

正
議
員
」

＊
開
山
式
に
つ
い
て
（
小
渋
橋
で

の
開
催
は
ど
う
か
）

（
村
長
）
村
と
観
光
協
会
で
行
っ
て

い
る
の
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

＊
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
発
着
地
に
つ

い
て

（
長
尾
課
長
）
大
池
の
発
着
地
は
現

在
農
地
で
、
山
菜
の
出
る
場
所
な

の
で
、
雑
木
は
山
菜
の
資
源
管
理

の
た
め
に
伐
採
し
ま
し
た
。
伐
採

木
の
処
理
な
ど
今
後
は
考
慮
し
て

い
き
た
い
。

＊
大
西
公
園
周
辺
整
備
に
つ
い
て

（
村
長
）
大
西
は
工
事
の
土
捨
て
が

継
続
中
で
あ
る
の
で
、
十
八
年
度

は
会
議
を
行
っ
て
い
な
い
。
計
画

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
き
た
い
。

＊
旧
沢
井
分
校
に
つ
い
て

（
村
長
）
沢
井
分
校
は
現
在
個
人
の

持
ち
物
に
な
っ
て
い
る
。
村
が
持

つ
こ
と
は
相
当
な
後
年
度
負
担
が

考
え
ら
れ
る
の
で
持
ち
切
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
観
光
協
会
の
あ
り
方
と
観
光
振

興
に
つ
い
て

（
村
長
）
観
光
協
会
は
独
立
し
て
い

る
の
が
理
想
で
あ
る
の
で
、
村
の

み
で
な
く
観
光
関
係
に
携
わ
る
人
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達
の
力
も
大
事
で
あ
ろ
う
。村
と
し

て
は
ビ
ガ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
方
法

な
ど
と
併
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

＊
美
し
い
村
づ
く
り
に
お
け
る
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
村
長
）
木
曜
塾
で
は
多
く
の
人

に
他
の
連
合
加
盟
町
村
の
話
を
聞

い
て
欲
し
か
っ
た
の
で
取
り
組
み

を
し
た
。
美
し
い
村
の
考
え
は
最

終
的
に
、
流
動
人
口
や
定
着
の
人

を
増
や
す
こ
と
に
あ
る
。

（
長
尾
課
長
）
木
曽
町
の
看
板
に

つ
い
て
は
見
に
行
っ
て
き
て
大
鹿

の
看
板
の
製
作
の
参
考
に
し
た
い
。

＊
子
育
て
環
境
・
教
育
環
境
の
充

実
に
つ
い
て

（
村
長
）
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
補

助
、
学
童
ル
ー
ム
、
医
療
費
補
助

な
ど
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
料
も
抑
え
て
い
き
た
い
。

＊
緊
急
地
震
速
報
を
ど
う
生
か
す
か

（
村
長
）
同
報
で
周
知
す
る
予
定

で
あ
る
が
、
地
震
へ
の
対
応
は
そ

れ
ぞ
れ
の
人
が
全
体
へ
気
配
り
す

る
こ
と
が
大
事
と
思
う
。

（
柳
島
課
長
）
地
震
が
揺
れ
る
前

に
そ
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
、
被

害
の
軽
減
に
な
る
こ
と
は
間
違
な

い
と
思
い
ま
す
。
同
報
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
は
電
波
法
上
の
問
題
が
あ

り
今
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
大
島　

伍
一
議
員
」

＊
第
三
次
大
鹿
村
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

（
村
長
）
こ
の
計
画
は
、
懇
談
会

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
作
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
全
て
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
し
い

村
づ
く
り
は
時
間
が
か
か
る
し
、

計
画
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

は
国
・
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成１９年度狂犬病予防注射の

第２回目は55月1515日です

・送られてきたハガキと注射料金

3,220円持参して下さい。
・新規に登録する犬がいる場合は、

新規登録料3,000円が必要とな
ります。

・犬が死亡した場合は死亡届の提出

をお願いします。

　　狂犬病予防注射は飼い主の義務

です。１回目に出来なかった方は

必ずこの機会に行って下さい。

　不明な点は役場住民税務課管理係

までご連絡下さい。

【募集要項】
伊那会場　【日　　程】　　平成１９年５月５日（土）
　　　　　　　　　　　　雨天の場合　５月６日（日）
　　　　　【撮影場所】　伊那市長谷　熱田神社
 時代設定は　昭和３０年
　　　　　【集合場所】　伊那市長谷　長谷中学校体育館
　　　　　【集合時間】　Am７：３０～９：００の間
大鹿会場　【日　　程】　�平成１９年５月９日（水）
　　　　　　　　　　　　雨天の場合　５月１０日（木）
 昭和３０年
　　　　　　　　　　　�平成１９年５月１２日（土）
　　　　　　　　　　　　雨天の場合　５月１３日（日）
 　昭和１９年
　　　　　　　　　　　�平成１９年５月１６日（水）
　　　　　　　　　　　　雨天の場合　５月１７日（木）
 　昭和１９年
　　　　　　　　　　　�平成１９年５月１８日（金）
　　　　　　　　　　　　雨天の場合　５月２１日（月）
 昭和２３年
　　　　　【撮影場所】　大鹿村大河原　大磧神社
　　　　　【集合場所】　大鹿村大河原　大鹿村交流センター
　　　　　　　　　　　１２日（１３日）のみ大鹿小学校体育館へ
　　　　　　　　　　　集合してください。
　　　　　【集合時間】　Am７：００～９：００の間

　途中参加、退場はできません。
　募集人員には定員があります。お早めにお問合せください！！

　　　　　【連 絡 先】　大鹿村教育委員会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エキストラ募集係へ
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平成19年度 村税等の課税月一覧平成19年度　村税等の課税月一覧

備　

考

３　

月

２　

月

１　

月

　
　

月

12
　
　

月

11
　
　

月

10９　

月

８　

月

７　

月

６　

月

５　

月

４　

月

課
税
月

税　

目

年
４
回

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

普
通
徴
収

個
人　

村
・
県
民
税

毎　

月

　
　

期

10９　

期

８　

期

７　

期

６　

期

５　

期

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

　
　

期

12
　
　

期

１１
＊
特
別
徴
収

年
４
回

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

固
定
資
産
税

年
１
回

１　

期

軽
自
動
車
税

毎　

月

　
　

期

12
　
　

期

11
　
　

期

10９　

期

８　

期

７　

期

６　

期

５　

期

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

＊
国
民
健
康

保
険
税

＊個人住民税の特別徴収は、会社勤めの方で毎月の給与から源泉税等を天引きされている方です。（特別徴収の場

合は、6月から翌年5月までの12ヶ月が1年分の課税月となります。網掛け部分 は、前年分となります。）

＊国民健康保険税は、4月から6月まで　暫定 、7月に本算定となり年間の額が確定されます。

◎村税等のお支払は････便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替は預金口座から自動的に払い込まれるため、納期のたびに金融機関等へ行く必要が無く、また払い忘れ

がありません。納付の確認は通帳記帳によりできます。

　【取扱金融機関】　　JAみなみ信州、飯田信用金庫、郵便局

　【申し込み手続き】　役場または取扱金融機関に申込書がありますのでご利用ください。
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軽自動車税の身障者等減免申請は4月24日(火)までです。
○身体に障害のある方または知的障害、精神障害のある方のために使用される軽自動車等で、一定の要件に該当す

るものは、納税義務者等の申請により軽自動車税を全額免除します。

□減免の対象となる軽自動車等
１．軽自動車等の所有者（納税義務者）および台数等

障害者本人または障害者と生計を一にする者軽自動車等の所有者（納税義務者）

身体障害者、知的障害者、または精神障害者1人につき1台（自動車、バイク等を含む）減免対象となる台数

２．軽自動車等の使用目的　　　　　＊自動車検査証に自家用と記載されている軽自動車に限る。

使用目的は問いません障害者本人が運転する場合

障害者の通学・通院・通所・生業のために使用する場合
障害者と生計を一にする方が運転する場合、
または障害者を常時介護する方が運転する場合

□減免の対象となる障害の範囲

　�内部障害とは、心臓、腎臓、呼吸器、膀胱または直腸若しくは小腸の機能障害のことをいいます。

　�免疫機能障害とは、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害のことをいいます。

　�音声機能障害は、咽頭摘出による場合に限ります。

　�２以上の障害区分がある場合は、個々の障害区分の程度等につき減免の対象となるか判断になりますので、役

場（税務係）までお尋ねください。

□ 提出書類および提示書類

　�軽自動車税減免申請書（税務係の窓口にあります）　　�自動車検査証または標識交付証明書

　�身体障害者手帳等（原本）　　�運転する方の免許証　　�印鑑

□ バイクや自動車を譲渡・廃車したときは…

　○自動車税・軽自動車税は、4月1日現在の車・バイク等の所有者に課税されます。

　○車の売買・譲渡・廃車をしたときは、早めに名義変更や廃車の手続きをして下さい。また、引っ越して住所が

変わったら、住民票の手続きだけでなく、クルマの変更手続きもしましょう。

生計同一者運転の場合または常時介護者の運転の場合身体障害者本人運転の場合

1級～4級1級～4級視　 　 覚

身

体

障

害

者

手

帳

2級、3級2級、3級聴　 　 覚

3級3級平　 　 衡

－〃音　 　 声

1級、2級1級、2級上　 　 肢

1級～3級1級～6級下　 　 肢

〃1級～3級、5級体　 　 幹

1級、2級1級、2級脳原性（上肢）

1級～3級1級～6級脳原性（移動）

1級、3級1級、3級内 部 障 害

1級～3級1級～3級免疫機能障害

生計同一者運転の場合または常時介護者の運転の場合身体障害者本人運転の場合

特別項症～第4項症特別項症～第4項症視　 　 覚
戦

傷

病

者

手

帳

〃〃聴　 　 覚

〃〃平　 　 衡

－特別項症～第2項症音　 　 声

特別項症～第3項症特別項症～第3項症上　 　 肢

〃〃下　 　 肢

特別項症～第4項症〃体　 　 幹

特別項症～第3項症〃内 部 障 害

療育手帳のＡ１またはＡ２の交付を受けている方知 的 障 害 者

精神障害者保健福祉手帳の１級の交付を受けている方精 神 障 害 者
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平成19年4月1日から、事前の申請により70歳未満の方についても入

院等に係る窓口での支払が一定の限度額にとどめられます。

１．平成１９年４月１日から、７０歳未満の方が医療機関に入院したとき等（入院の他一部在

宅医療）の高額療養費の支給方法が変わります。窓口負担が月単位で一定の限度額に

とどめられ、窓口で多額の現金を支払う必要がなくなります。（食事の負担額や差額

ベッド代などの費用は高額医療費の支給対象には含まれません。）

２．この取扱いを受けるためには、加入されている医療保険の保険者に事前の申請を行い、

保険者から発行される認定証を医療機関の窓口に提示していただく必要があります。上

記の手続きを行わない場合は従来どおりです。

３．事前の申請に必要な手続や転院した時の取扱い、さらに高額療養費の支給を受けられ

る場合など、ご不明の点がありましたら、詳しくは加入されている医療保険の保険者

までお問い合わせください。
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　「健康おおしか２１」とは　大鹿村に暮らすすべての村民が、
生きがいを持って自分らしく２１世紀をおくるために、生活習慣病予

防に視点をおき、各分野ごとに取組みを強化する平成１８年度から平

成２２年度までの計画です。「健康おおしか２１」を推進するために、村

内の様々な団体、関係者が連携し、村民への情報提供と働きかけを

行い、健康づくり運動を効果的に推進していくことを目指します。

「健康おおしか２１」は、大鹿村の健康実態を基に健康づくり推進協議

会が中心となり、村独自の計画を立てました。

動脈硬化性疾患の予防
（脳血管疾患・心臓疾患・糖尿病予防を含む）
　村の健診結果では、高脂血症２７．１％、糖尿病要指導・

糖尿病治療２１．２％で年々増加傾向にあります。肥満の方

は３０～６０歳男性で３２．５％とかなり高い割合です。

【村として取り組んでいくこと】

◎健診受診者の増加をはかる。

◎適正な食事量を理解する学習会や「食事バランス

ガイド」の普及を行う。

◎自分に合った運動を習慣にするための運動講座の

実施。

【個人として心がけたいこと】

◎１年に１度は健康診断を受け、自分の健康状態を

知りましょう。

◎動脈硬化性疾患予備軍の方は定期的に医師の指導

を受けましょう。

◎自分の食事の適正量を知りましょう。

がん予防

　飯田・北部町村と比較して、男性の大腸がん・女性の

子宮がん・乳がんの死亡が多いです。

【村として取り組むこと】

◎がん検診を実施する。

◎がんにかかりやすい年代層へ受診を働きかける。

◎がん予防の学習会を実施する。

◎自分の適正量を知ってもらう活動をする。

　（たばこ・塩分・脂肪・アルコール）

【個人として心がけたいこと】

◎がん検診を受けましょう。

◎がんの危険因子を減らしましょう。

　（たばこ・塩分・脂肪・アルコール）

◎がん予防の生活習慣を心がけましょう。

　（バランス食、野菜の摂取量を増やす）

　乳幼児期からの食習慣は将来の生活習慣病予防につな

がります。

【村として取組んでいくこと】

◎ひよこクラブ・保育所・小中学校での食育の推進。

◎望ましい食習慣や知識の普及。

◎地域の方々と協力して郷土食を次世代へ伝える機

会を増やす。

【個人として心がけたいこと】

◎「早寝早起き朝ごはん」を心がけましょう。

◎食について積極的に学びましょう。

　県・飯田市・北部町村と比較して、介護保険を利用し

ている人は少ない状況です。高齢になっても元気に暮ら

せるよう、介護予防事業に力を入れていきます。

【村として取組んでいくこと】

◎健診受診を勧め、元気に暮らす生活の確認をする。

◎生きがい活動を支援し、自立支援事業を行う。

　（生きがいデイサービス・リハビリ教室・ヘルパー

支援・「にこにこ集会」など）

◎地域の交流・助け合い・見守りを支援する。

【個人として心がけたいこと】

◎体調管理に注意し、早期発見で重い病気にならない。

◎自分のやりたいこと、楽しいことを見つけ取り組む。

◎家族（離れていても）を大事にして、地域の多くの

人と交流する。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおししししししししししししししししししししかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ののののののののののののののののののののめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすもももももももももももももももももももものののののののののののののののののののの健康おおしか２１のめざすもの
　�壮年期（65歳未満）の死亡を減らし

ます。

　�生活習慣病の方を減らします。

　�高齢者になっても元気な方を増や

します。

食　　育 介護予防（高齢になっても元気に）
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歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

　

歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

3535
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す

　

年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す

平
成
十
九
年
三
月
か
ら

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
が
国

民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で

わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
、
安

心
し
て
老
後
を
迎
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
様
々
な
情
報
提
供
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年

三
月
か
ら
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
公
的
年
金
制
度
に
加
入
さ

れ
る
被
保
険
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

社
会
保
険
庁
で
管
理
し
て
い
る
年

金
加
入
記
録
等
の
情
報
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者

　

三
十
五
歳
に
な
ら
れ
る
方
（
昭

和
四
十
七
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

れ
の
方
）
で
基
礎
年
金
番
号
を
有

す
る
被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者

で
あ
っ
た
方
。

●
お
知
ら
せ
の
内
容

　

こ
れ
ま
で
ご
自
身
が
加
入
さ
れ

た
公
的
年
金
制
度
の
加
入
記
録
や

納
付
状
況
を
記
載
し
た
「
三
十
五

歳
に
な
ら
れ
る
方
へ
の
年
金
加
入

記
録
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま

す
。

●
送
付
時
期

　

三
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

月
の
前
月
末
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
記
録
を

是
非
ご
確
認
い
た
だ
き
、
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
左
記
の
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た

は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

�
0
5
7
0－
0
5－

1
1
6
5

●
受
付
時
間

　

午
前
八
時
三
十
分
〜

　
　
　

午
後
五
時
十
五
分

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

平成19年4月1日から

児童手当制度が拡充されました

○拡充の内容
　我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る

観点から、３歳未満の乳幼児の教育者に対する児童手当の額を、第１子及び第２子について倍増

し、出生順位にかかわらず一律月１万円となりました。

　なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限限度額については、現行ど

おりです。

 〈0歳以上3歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉 
（現行）　　　　　　　　　　　　　（改正）
第１子、第２子　月額５千円　→　月額1万円（倍増）
第３子以降　　　月額１万円　→　月額1万円（現行どおり）

 〈3歳以上（現行どおり）〉 
第１子、第２子　月額５千円

第３子以降　　　月額１万円

施行日：平成19年4月1日（拡充後の最初の支給月　平成19年6月）

※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。

　なお、平成19年4月から3歳未満の児童手当等の額は一律額1万円となりますが、3歳到達後の翌

日からは、第1子及び第2子の手当額は5千円となります。

●詳しくは、市区町村窓口（公務員の方は勤務先）にお問い合わせください●
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遠
方
の
未
知
の
女
性
か
ら
の
、
突
然
の
電
話
で
あ
っ
た
。

　

先
方
は
広
島
に
住
む
六
十
代
の
方
で
、
縄
文
時
代
に
人
は
ど
ん
な
衣
服
を

身
に
着
け
て
い
た
の
か
、
自
分
で
探
り
な
が
ら
作
っ
て
い
る
の
だ
が
、
と
話

し
始
め
た
。
昨
年
一
年
か
け
て
、
縄
文
時
代
か
ら
の
布
の
製
法
と
さ
れ
る
ア

ン
ギ
ン
と
い
う
編
み
方
で
、
自
分
な
り
に
古
代
衣
を
作
っ
て
み
た
と
い
う
。

材
料
は
そ
の
方
の
住
む
土
地
に
多
く
あ
る
「
楮（
こ
う
ぞ
）」
を
使
っ
た
と
い

う
。
ア
ン
ギ
ン
の
語
源
は
「
編
布（
あ
み
ぎ
ぬ
）」
で
、
そ
の
編
み
方
と
い
う

の
は
、
ち
ょ
う
ど
俵
を
作
る
の
に
似
て
い
る
。

　

刈
っ
て
き
た
楮
を
蒸
し
て
皮
を
は
ぎ
、
晒
し
、
砧（
き
ぬ
た
）打
ち
し
、
繊

維
を
繋
い
で
い
く
緒
績
み（
お
う
み
）と
い
っ
た
作
業
を
延
々
続
け
た
後
に
、

や
っ
と
布
に
編
ん
で
い
く
。
そ
う
し
て
編
み
上
が
っ
た
布
は
ゴ
ワ
ゴ
ワ
と
し

て
、
現
代
の
衣
服
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
も
し
な
や
か
で
も
な
い
。
そ
れ
を
ま

た
砧
打
ち
し
て
、
着
用
で
き
る
く
ら
い
に
柔
ら
か
く
す
る
。
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
完
成
ま
で
の
こ
う
し
た
作
業
に
実
に
一
年
近
く
を
費
や
し

た
と
語
っ
た
。

　

そ
の
女
性
を
仮
に
Ｓ
さ
ん
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
、
な
ぜ
そ
の
Ｓ
さ
ん
が
ろ

く
べ
ん
館
に
電
話
を
か
け
て
き
た
の
か
と
い
う
と
、
古
代
の
織
り
方
を
た

ど
っ
て
い
る
う
ち
に
、
機
と
い
う
道
具
が
発
明
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
、
簡
単

な
木
枠
を
使
っ
て
縦
糸
を
張
り
、
そ
こ
に
横
糸
を
絡
め
て
行
く
「
横
編
法
」

と
い
う
や
り
方
が
あ
る
こ
と
を
、
尾
関
清
子
氏
の
著
書
『
縄
文
の
衣
』
の
中

で
知
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
本
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
が
、
大
鹿
で
昔
使

わ
れ
て
い
た
藁
製
の
敷
物
「
ね
こ
」
だ
っ
た
。「
ね
こ
」
は
、
ま
さ
し
く
こ

の
「
横
編
法
」
で
編
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｓ
さ
ん
は
も
っ
と
詳
細

の
わ
か
る
「
ね
こ
」
の
写
真
を
送
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
用
件
で
電
話
を

か
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

「
ね
こ
」
は
「
む
し
ろ
」
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
そ
の
編
み
方
は
「
む
し

ろ
」
よ
り
複
雑
で
、
丈
夫
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
編
み
目
も
美
し
い
。
枠
に

張
っ
た
縦
縄
に
、
二
本
の
藁
を
捩
り
な
が
ら
横
に
編
み
込
ん
で
あ
り
、
出
来

上
が
り
を
見
る
と
、
ま
る
で
メ
リ
ヤ
ス
編
み
の
よ
う
な
模
様
を
持
つ
。
こ
の

土
地
で
は
主
に
敷
物
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
物
だ
が
、
他
に
は
同
じ
編
み
方

で
作
ら
れ
た
背
負
い
袋
「
い
じ
っ
こ
」
と
い
う
の
が
あ
る
く
ら
い
で
、
こ
の

方
法
で
布
が
作
ら
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　

し
か
し
山
形
県
の
押
出
遺
跡
な
ど
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
布
の

圧
痕
の
中
に
、
横
編
法
で
作
ら
れ
た
布
が
確
か
に
あ
る
そ
う
で
、
そ
れ
を
ヒ

ン
ト
に
、
そ
れ
ま
で
ア
ン
ギ
ン
編
み
の
次
は
平
織
り
と
考
え
て
い
た
Ｓ
さ
ん

は
、考
え
を
変
え
て
横
編
法
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

　

実
際
に
編
み
始
め
て
み
る
と
、
コ
ツ
が
飲
み
込
め
な
い
う
ち
は
一
日
か
け

て
１
�
ぐ
ら
い
し
か
進
ま
な
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
楮
の
靭
皮
を
使
っ
て
横
編

法
で
出
来
る
布
は
、
ア
ン
ギ
ン
編
み
よ
り
も
厚
地
で
保
温
性
も
あ
る
よ
う
に

見
え
、
砧
打
ち
し
た
ら
よ
り
布
ら
し
く
な
り
そ
う
だ
と
い
う
。
や
り
始
め
て

み
る
と
、
Ｓ
さ
ん
の
思
い
描
く
古
代
衣
製
作
に
し
っ
く
り
と
合
っ
た
よ
う

で
、
こ
れ
か
ら
先
、
お
そ
ら
く
数
ヶ
月
を
か
け
て
製
作
に
励
む
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

意
外
で
あ
っ
た
。「
む
し
ろ
」
は
布
の
平
織
り
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
こ

の
「
ね
こ
」
の
製
法
で
布
を
編
む
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
縄
文
の
布
と
「
ね
こ
」
の
間
を
流
れ
る
、
人
間
の
技
術
の
長
い
歴
史
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
。
縄
文
の
時
代
に
、
誰
か
が
ひ
ら
め
き
、
創
意
工
夫
し
、

改
良
を
重
ね
た
ど
り
つ
い
た
技
法
が
、
つ
い
先
頃
ま
で
生
き
続
け
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

Ｓ
さ
ん
は
古
代
衣
を
作
る
前
に
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
た
と
い
う
。
自
分
を

何
も
な
い
状
況
に
置
い
て
み
る
。
つ
ま
り
自
分
が
縄
文
時
代
に
生
き
る
女
性

で
、
家
族
の
体
を
く
る
む
衣
服
を
ど
う
や
っ
て
作
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
と

す
る
。
そ
の
材
料
は
？
形
は
？
と
考
え
た
ら
、
先
に
一
年
か
け
て
作
っ
た
古

代
衣
に
な
っ
た
と
い
う
。
Ｓ
さ
ん
の
創
作
意
欲
は
、
そ
の
想
像
力
に
源
泉
が

あ
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
縄
文
時
代
の
私
に
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
た
ら
、
何
で

く
る
ん
で
あ
げ
る
か
し
ら
。
そ
の
時
代
に
柔
肌
に
適
し
た
よ
う
な
布
な
ど
手

に
入
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
き
っ
と
自
分
が
着
古
し
て
し
な
や
か
に
な
っ

た
ボ
ロ
布
で
く
る
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
そ
ん
な
ふ
う
に
想
像
し
始
め

た
ら
止
ま
ら
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

　

後
日
、
手
紙
と
と
も
に
送
ら
れ
て
き
た
、
Ｓ
さ
ん
が
定
期
的
に
出
し
て
い

る
通
信
の
中
に
こ
ん
な
文
章
を
見
出
し
た
。

　

「
家
族
の
為
に
身
を
粉
に
し
て
一
生
を
終
え
た
名
も
な
い
田
舎
の
女
性
た

ち
は
、
必
要
な
衣
類
を
調
え
る
の
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
と
根
気
を
か
け
た
の

だ
ろ
う
か
と
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
日
私
達
は
家
族
の
為
に
衣
を
調
え

る
こ
と
な
ど
が
安
直
に
な
っ
た
分
、
布
の
命
と

一
緒
に
何
か
大
切
な
も
の
を
も
軽
ん
じ
て
い
る

の
で
は
、
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。
先
人
達
へ

の
畏
敬
の
気
持
ち
と
現
代
を
見
つ
め
直
す
た
め

に
も
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
昔
の
人
の
衣
の

手
だ
て
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
心
に
決
め
ま
し

た
。」

　

思
い
が
け
ず
か
か
っ
て
き
た
電
話
が
、
熱
い

思
い
に
触
れ
た
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

製作過程の｢ねこ｣
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中
村
さ
ん
・
柳
下
さ
ん

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

地
域
づ
く
り
大
賞
受
賞

　

少
子
高
齢
化
や
地
域
経
済
の
停

滞
な
ど
南
信
州
が
直
面
す
る
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
､
地

域
の
個
性
、
魅
力
、
特
性
を
生
か

し
、
活
力
を
創
出
し
よ
う
と
意
欲

的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
た
た
え
、

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
気
運
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
大
賞
創
立
の
目

的
。
南
信
州
広
域
連
合
、
下
伊
那

郡
町
村
会
、
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
長
野
県
協
議
会
下
伊
那
支

部
が
共
済
し
た
。

　

初
年
度
の
今
回
、
三
部
門
で
二

十
二
件
が
選
ば
れ
た
。

　

大
鹿
村
か
ら
は
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
青
い
ケ
シ
」
を
高
齢
化
･
過
疎

化
が
進
む
地
域
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
育
む
こ
と
で
、
交
流
人

口
の
増
加
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
更
な
る
進
展
が
期
待
さ

れ
る
と
し
て
、
地
域
経
済
活
性
化

部
門
の
奨
励
賞
に
中
村
元
夫
さ
ん
。

　

切
り
絵
に
よ
る
独
自
の
世
界
観

を
表
現
し
た
作
品
を
通
じ
て
、
大

鹿
村
を
中
心
と
し
た
伊
那
谷
の
美

し
さ
を
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
民
家
紹
介
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

Ｎ
Ｐ
О
法
人
化
に
取
り
組
む
な
ど
、

地
域
の
振
興
に
大
い
に
寄
与
し
て

い
る
と
し
て
、
伝
統
文
化
･
歴

史
・
教
育
部
門
の
奨
励
賞
に
柳
下

修
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

ジ
ビ
エ
料
理
を
大
鹿
ブ
ラ
ン
ド
に

　

十
七
年
度
よ
り
、
大
鹿
村
内
で

捕
獲
さ
れ
る
日
本
鹿
等
を
地
域
資

源
と
し
て
活
か
す
た
め
、
村
の
観

光
協
会
に
加
盟
す
る
旅
館
・
民

宿
・
食
堂
等
の
経
営
者
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
大
鹿
村
な
ら
で

は
の
ジ
ビ
エ　

料
理
づ
く
り
に
取

（※１）

組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
講
師
に
招

い
て
の
料
理
講
習
会
や
意
見
交
換

会
を
重
ね
、
料
理
の
技
術
習
得
に

励
み
ま
し
た
。
更
に
は
習
得
し
た

技
術
を
活
か
し
考
案
し
た
ジ
ビ
エ

料
理
を
各
店
が
持
ち
寄
り
、食
・
観

光
等
の
専
門
家
等
を
招
い
て
の「
ジ

ビ
エ
料
理
品
評
会
」も
開
催
し
、試

食
・
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
各
店
「
ジ
ビ
エ
料
理

品
評
会
」
で
の
意
見
を
参
考
に
、

料
理
の
味
等
を
固
め
、
お
客
様
へ

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
「
ジ
ビ
エ
料

理
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
製
や
、

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
て
の

村
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
検
討
す
る
予

定
で
す
。

　

近
い
将
来
、
大
鹿
村
に
行
け
ば

い
つ
で
も
お
い
し
い
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
ジ
ビ
エ
料
理
が
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
※
１　

ジ
ビ
エ（g

ib
ie
r

）と
は
、
和
名
で

� 
野
禽
獣 
�の
こ
と
で
、鳥
類
と
獣
類（
４

や
き
ん
じ
ゅ
う

本
足
の
も
の
）に
大
別
さ
れ
る
。
鳥
類

は
ハ
ト
・
キ
ジ
・
鴨
な
ど
で
、
獣
類
は

ウ
サ
ギ
・
鹿
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
。

▼お題「火」…かならず火の文字を使用して下さい。

▼詠進要領
　�お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表のものに限り

ます。
　�用紙は半紙(和紙)とし、毛筆で自書してください。ただし、海外か

ら詠進する場合はこの限りではありません。
　�病気または身体の障害のため毛筆で自書することができない場合は

次によることが出来ます。
　　ア・代筆(墨書)による。代筆の理由、代筆者の住所及び氏名を別紙

に書いて詠進歌に添えてください。
　　イ・本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。この場

合、これらの機器を使用した理由を別紙に書いて詠進歌に添え
てください。

　　ウ・視覚障害の方は点字で詠進しても差し支えありません。

▼注意事項
　次の場合は失格となります。
　　ア・お題を読み込んでいない場合
　　イ・一人で二首以上詠進した場合
　　ウ・既に発表された短歌と著しく類似した短歌等
　�詠進の期間
　　お題発表の日から９月30日まで(消印有効)
　�郵便の宛先
　　「〒１００－８１１１　宮内庁」とし封筒に「詠進歌」と書き添えてください。
　�わからないことは直接宮内庁式部職あてに、郵便番号・住所・氏名

を書き、返信用切手を貼った封筒を添えて、９月20日までにお問
合せください。

平成20年度歌会始のお題及び詠進歌の詠進要領について平成20年度歌会始のお題及び詠進歌の詠進要領について
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転
入

　

北
林　

昇

 

（
上
田
市
川
西
小
学
校
）

　

池
田　

�
正

 

　

（
飯
田
市
座
光
寺
小
学
校
）

　

田
中　

慶
子

 

　

（
松
本
市
中
山
小
学
校
）

　

塚
平　

麻
紀
子 

（
新　

任
）

　

毛
涯　

美
鈴 

（
新　

任
）

　

柏
木　

有
香 

（
新　

任
）

転
出

　

高
坂　

敏
昭

 

（
飯
田
市
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

　

平
澤　

馨

 

（
高
森
町
高
森
北
小
学
校
）

　

池
上　

美
香
子 

（
退　

職
）

　

鈴
木　

有
紀
子

 

（
喬
木
村
喬
木
第
一
小
学
校
）

　

三
島　

裕
美

 

（
伊
那
市
伊
那
養
護
学
校
）

転
入

　

清
水　

正
明

 

（
須
坂
市
日
滝
小
学
校
）

　

伊
達　

和
行

 

（
松
本
教
育
事
務
所
指
導
主
事
）

中
学
校
関
係

小
学
校
関
係

役

場

関

係

　

棚
田　

祥
子

 

（
飯
田
市
竜
峡
中
学
校
）

　

香
山　

俊
路

 

（
上
田
市
真
田
中
学
校
）

　

宮
澤　

由
佳

 

（
信
濃
町
古
間
小
学
校
）

　

北
沢　

康
孝

 

（
信
州
大
学
教
育
学
部
卒
）

転
出

　

斎
藤　

慎
一

 

　

（
松
本
市
会
田
小
学
校
）

　

米
山　

保

 

（
飯
田
市
下
久
堅
小
学
校
）

　

宇
佐
美　

昌
博

 

（
松
本
市
開
明
小
学
校
）

　

吉
村　

由
紀
江

（
根
羽
村
立
根
羽
中
学
校
）

　

唐
澤　

理
恵 

（
退　

職
）

　

阿
部　

元
彰

 

（
松
本
市
松
島
中
学
校
）

異
動

　

会
計
管
理
者
兼
住
民
税
務
課
長

　
　

大
島　

博
人（

住
民
税
務
課
長
）

退
職

　
　

古
川　

一
成（

大
鹿
村
授
産
所
）

平
成
十
八
年

人

事

異

動

消
防
団
関
係

日
本
郵
政
公
社

大
鹿
郵
便
局

転
出

　

北
島　

円 

（
鹿
塩
郵
便
局
）

転
入

　

柳
田　

二
郎

 

（
龍
江
郵
便
局　

局
長
代
理
）

小
渋
川
治
山
事
業
所

国
土
交
通
省　
　
　
　
　

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

小
渋
川
砂
防
出
張
所　
　

転
出

　

鈴
木　

豊

 

（
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
）

転
入

　

林　

守
人

 

（
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
）

転
出

　

上
西　

美
樹

 

（
東
濃
森
林
管
理
署
）

　

林　

正
裕

 

（
中
信
森
林
管
理
署
上
高
地
治
山
事
業
所
）

転
入

　

五
十
嵐　

圭
太

 

（
飯
田
治
山
事
業
所
）

　

小
林　

慶
祐 

（
新　

規
）

大
鹿
村
駐
在
所

転
出

　

大
和　

康
樹

 

（
飯
田
警
察
署　

喬
木
駐
在
所
）

転
入

　

平
松　

広
志

 

（
駒
ヶ
根
警
察
署　

七
久
保
駐
在
所
）

商　

工　

会

退
職

　

井
澤　

ま
す
み

　

村
民
の
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お

り
、
国
も
県
も
財
政
が
厳
し
く
地

方
交
付
税
を
は
じ
め
各
種
の
補
助

金
な
ど
が
廃
止
或
い
は
減
額
し
て

い
ま
す
。

　

村
で
も
独
自
で
以
前
か
ら
行
財

政
改
革
を
進
め
て
お
り
、
村
の
職

員
数
も
平
成
十
年
頃
と
比
べ
て
十

数
名
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
頃
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、

診
療
所
の
宿
直
を
行
っ
て
い
る
職

員
の
減
員
も
あ
り
、
さ
ら
に
診
療

所
の
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
長

期
的
に
維
持
可
能
な
体
制
を
整
え

て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
十
九
年
度
よ
り
診
療
所
の
宿

直
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
日
直
同
様
に
役
場
の

宿
直
が
医
師
へ
の
取
次
ぎ
を
行
い

ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

団　
　

長　
　
 

松
尾　
　

勲

副 

団 

長 

森
下　

敏
彦

分 

団 

長 

平
瀬　

定
雄

副
分
団
長 

神
崎　

鋭
介

副
分
団
長（
旗
手
） 片
桐　

豊
弥

機 

関 

長 

駒
瀬　

工　

ラ
ッ
パ
長 

田
中　

康
啓

救 

護 

長 

木
下　

雅
志

第
一
班
長 

今
村　

勝
利

第
二
班
長 

北
島　

泰
治

第
三
班
長 

森
本　

千
佳
志

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
規

　
　

小
澤　

巧
（
大
鹿
村
授
産
所
）

　

小
島　

登 

（
新　

規
）

退
職

　

橋
本　

喜
治
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大鹿村保育所大鹿村保育所
　漆原さんや吉野組さんに声をかけていただき、りんご狩りやイチゴ狩

りに行ってきました。

　採れたての果物はおいしくて思わずにっこり♪の子供たちです。

４月
４月１４日 大鹿さくら祭り

４月１７日 スチール缶と鉄類の収集

４月２２日 村議会議員選挙

４月２６日 廃プラスチックの収集

４月２９日 河川一斉清掃

４月下旬 育林祭

５月
５月 消防団水防訓練

５月３日 大鹿歌舞伎春の定期公演

５月９日 アルミ缶と鉄類の収集

５月９日 映画「Ｂeauty」エキストラ撮影

５月１０日 廃プラスチックの収集

５月１２日 映画「Ｂeauty」エキストラ撮影

５月１５日 ビン類ペットボトルの収集

５月１５日 第２回狂犬病予防注射

５月１６日 映画「Beauty」エキストラ撮影

５月１８日 映画「Beauty」エキストラ撮影

５月２４日 廃プラスチックの収集

５月２９日 チラシ・雑誌の収集

５月３１日 その他プラスチックの収集

５月下旬 埋立てゴミの収集

６月
６月上旬 南アルプス大鹿登山口開山式

６月５日 その他紙の収集

６月７日 廃プラスチックの収集

６月１２日 スチール缶と鉄類の収集

６月１７日 粗大ゴミの収集

６月２１日 廃プラスチックの収集

６月２７日 新聞紙の収集

第六代大鹿さくらの女王決まる第六代大鹿さくらの女王決まる
　去る３月４日交流センターにおいて、第六代大鹿さくらの女王選考

会を開催しました。

　公開審査の結果、中村　森さん（２０）＝大鹿村出身、飯田市在住と、越

田　英津子さん（２３）＝高森町のお二人が新しい女王に選ばれました。

　今回選ばれた大鹿さくらの女王は２年間の任期中、各種行事への参

加を通じて村や南信州地域のPR活動に活躍していただくことになりま

す。

　特に村内の行事（さくら祭り、夏祭り、大鹿歌舞伎定期公演、中央構

造線サイクリング大会、産業文化祭など）では皆様と一緒に行事を盛り

立ててくれることと思います。

　大きな抱負を持ったフレッシュな新女王を、よろしくお願いいたし

ます。

小型動力ポンプ付積載車を購入しました小型動力ポンプ付積載車を購入しました
　消防ポンプ自動車の更新に伴い、小型動力ポンプ付積載車を購入しま

した。動力ポンプを２台積載し、山間部での長距離のホース延長にも対

応できるようにしてあります。


